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§2 非可逆過程の熱力学 一 線型理論






















































































































































































<f(～Y,i)f(～r日 ′)>-2kBTL(-iV)a(r-r′)a(i-t′) (4.4)′ー/ ′ー
ただしTは系の温度,kBはBoltzmann定数である｡
同じことをSの分布関数P((S),i)の方程式として書けば













































TDGLモデルを使って, §2で述べた散乱強度 zk(i)∝<tsk(t= 2>の時間変化を調べて
みよう｡保存系 (α-2)の場合には






























































0- p意 里 -～VP･ W 2V (- 圧力 )′ヽl■′ (5.7)
を考えてk~1(i)≡∠をゆらぎの特徴的な長さ,Oを液滴の表面張力とすると～VP～o/ZヲV2～V～Fnl
V/Z2を(5･7)の右辺に代入して～V～o/符を得るo これは里 が時間に依存しないということを示























































q:単位面積あたりの界面エネルギー (表面張力 ) A:界面の全面積
Wintの一般形は複雑になるが,指数関数型相互作用をする1次元の kinksolitonを多次元に
拡張したものであって,次のようになる｡






































































一方,保存系 (L--DoV2)ではかなり面倒な取 り扱いが必要となるO ′一
これは,界面の運動がFig･15のように物質の拡散的移動の形で実現さ
れるからである｡結果のみを記すと








召Dap(vp-08,-一芸 一 解 ノイズ) (7.9)
情報の縮約によって得られたこのような式を,現象の解明の上で,どのように役立てたらよ





1)非保存系 :〟 -上g 1
v～l/i,K-1/Zよ｡l～ tl/20故にp-ち






















































































































































































去9(Z,i)-一芸 j(Z,i)･蓋 [29(I,i)-I.zdz′9(Z,i)9(Z-Z川 ] (8･14)
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yj･1一方-Zil･g ui, - discom ensurationの平均間隔
∂ _∂ ∂ _∂
言 yj=㌫ W,石y'=訂u
とすると(ll.7),(ll.8)は次のようになる｡





















ekq-po(A*-A｡qト 生し ･-47C q












4wpo(A * - Aeq)
とポテンシャル障壁
Ec
ps応2｢_ psK2
2万｣ 2打pO(A*-A｡q)ro
(ll.15)
-1] (ll.16)
をもっていることがわかる｡さらに臨界核の生成をdyna-
C t=qJ//ー
Fig.32
micalに取り扱 うためには,ここでは省略したnoiseの効果をきちんと採 り入れなければなら
ない｡
§12 おわりに
ここで問題にしたランダムパターンの時間発展は相転移に限らずより広いスコープをもつも
のと考えられ,相転移やB卓nard対流-の適用は単にその例題に過ぎない｡従来の統計物理は
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川崎恭始
点 (粒子,スピンなど)の統計物理から始まり,場の統計物理 (臨界現象など)-と進んでき
たが,次の世代の大きな発展はパターンまたはtopologicaldefectの統計物理にあると思われ
る｡これは単に広い応用範囲をもつ (例えば材料工学等で言うところのmicrostructureの問
題を含む )のみならず,純粋に知的な研究課題としても魅力ある問題を含んでいる｡例えば数
学における確率過程の分野では既にく点カではなくて く extendedobjects'の確率過塩を問題
にし始めている｡ソリトンあるいはカオス等といったスマー トなレッテルがっいているわけで
はないが,むしろ名前もついていない発展の初期の段階に飛び込んできて大きな寄与をしてく
れる若い人が現れることを期待してこの講義を閉じることにする｡
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